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日本 近 海 に 出 現 す る 浮 游 性 魚 卵VII

チ ョ ウチ ョ ウ ウオ亜 目,モ ンガ ラカワハ ギ亜 目

お よび ハ コ フグ亜 目

水 戸 敏

Pelagic fish eggs  from Japanese waters-VII 

Chaetodontina, Balistina and Ostraciontina 

           Satoshi Mito

この報告で はチョ ウチョウウオ亜 目の2種,モ ンガ ラカワハギ亜 目の1種 およびハ コフグ亜 目の3種

(うち1種 は熟卵のみ)の 卵,卵 内発生 および孵化 仔魚について述 べる.

チョウチ ョウウオ亜目Chaetodontina

キ ンチャ クダイ とシマハギの亜種(Randal1,1956)と が浮性卵を産む ことが知 られている.こ れ ら

の卵は無色 の油球1個 を有す る球形卵で,卵 径0.66～0.88mm,油 球径0.15～O.20mm,卵 膜 には特殊

な構造 はな く,卵 膜腔は狭い.キ ンチャクダイの卵黄 は粗に亀 裂す るが,シ マハ ギの亜種では亀裂 しな

い。両 種とも卵 内発生中には黒色素胞だけが現 われ る.

キ ンチヤクダイChaetodont(～ ρlllsseptentrionalis(TemmincketSchlegel)(Pl.24,figs.

1-10)

本種 の卵,卵 内発生 および孵化 仔魚については藤田 ・水戸(1960)が す で に 報告 した.人 工授精は

1959年8月12お よび25日 に,山 口県角島(日 本海側)に おいて行 なつた.卵 径0.82～0.88mm,油 球

径0・15～0・20mm.26・8～28・0℃ の水温では受精後16～17時 間 で孵化 し,24.0～26.OeCで は22時 間

40分 後に孵化 がは じまつた.黒 色 素胞 は12筋 節期頃 に胚体背面 に(fig.4),23筋 節期に達すると油球

上 にも現 われた(figs.5,6).

孵化直後の仔魚(fig.7)は 全長1.90～2.00mm,油 球は卵黄 の後端 またはわずか に その前下方 に位

置す る.肛 門は卵黄か らやや離 れ,体 の中央 より後方に開 く.黒 色素胞 は尾端を除 く体側 の背腹面 およ

び体側正中 線に沿つて並び,油 球上 にも分布す る。黄 色素胞はない.筋 肉筋数は12十15=27.

1孵化後12時 間の仔魚(fig.8)は 全長2.32mm,胸 鰭 が 現 われ,油 球上 の黒色素胞が前半球面上へ

移 る.肛 門は体 の中央 よりやや前に移 る.筋 肉節数 は12十13=25.

孵化後22時 間の仔魚(fig・9)は 全長2.25～2.45mm,眼 に黒色素胞が現われて くる.体 側 の黒色素

胞は大きさを増すが,位 置や数 はほ とんど変 らない.油 球上の黒色素胞 は卵黄 前方へ移 り,油 卵 および

その周辺 の卵黄上に黄色素 胞 が現 われ る.個 体によつては腸管背縁 および腹縁 に1,2個 の黒色素胞が

ある.筋 肉節数 は10十15=25.

孵化後48時 間の仔魚(fig.10)は 全長2.60mm,卵 黄および油球をほぼ吸収 し尽 し,口 が開 く.体

側の黒色 素胞 は更に大 きさを増 し,胸 鰭基底か ら尾部後方 までの体側一面をおお う.卵 黄上 の黄色素胞
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は 消 失 した.筋 肉 節数 は変 らな い.角 島 に お け る産 卵 期 は7～9月.

シ マハ ギ の 亜種Acanthuntstriostegussandvicensis(Linn6)

Randai1(1961)の 人]二授 精 に よる報 告 が あ る.氏 がHawaiiに お い て 確 めた 結 果 は次 の通 りで あ

る.卵 径0.66～0.70mm,油 球 径0.165mm.24℃ 前 後 の 水温 で は 受 精 後15時 間30分 に胚 孔 を ほ ぼ

閉 じ,25時 間 後 に は19～20筋 節 期 に達 し,レ ンズ形 成 が は じま り,胚 体側面 に24個 の点 状 黒 色 素胞

が現 われ,26時 間 後 に孵化 す る.

孵化直後の仔 魚 は全 長1.7mm,油 球 は卵 黄 の 後端 に位置 す る.筋 肉節 数 は22.孵化 後 時 間 の 経過 に

伴い,休 側 の黒色素 胞 は腹面 へ 移 り,卵 黄上 に も黒 色 素 胞 が現 われ る.孵化 後42時 間 位か ら第7(卵

黄 鍛端 部)お よ び第15筋 肉節 部の 体 の 腹 面1こ.白斑 が 現 われ る.孵化 後約6FIで 卵 黄 お よび 油 球 を 吸収

し尽 し,全 長2.7mmに 達 す る.消 化 管 は1廻 転 し,肛 門 は 前 進す る.

モ ン ガ ラカ ワハ ギ 亜 目Balistina

この 亜目 に属 す る 魚 の 多 くの もの は沈 性 粘 着 卵 を 産 む が,ギ マは浮 性 卵 を 産 む こ とが 知 られ て い る.

卵 は 球 形,油 球 を 欠 く.卵 黄 お よび卵 膜 に は特 殊 な 構造 は な く,卵 膜 腔 は狭 い.卵 内 発生 中 に黒 お よび

橙褐 色素 胞 が 現 われ る.

ギ マ'TriacanthusbrevirostrisTemmincketSchlegel

大 島 ・中村(1941)の 人工 授 精 に よ る 報告 が あ る.そ れ に よれ ば 卵 径0.781nm程 度 ・25・9～26・5℃

の 水 温 で は受 精 後21～22時間 で孵化 す る.受 精 後12時 間 に は9筋 節 期 に 達 し,胚 体 背 面 に疎 に黒 色

素 胞 が現 わ れ,15時間 後 に は尾 部 が 卵 黄 か ら離 れ,橋 褐 色 素胞 が現 わ れ る ・

孵化当 時 の仔 魚 は 全 長1.4mm,黒 色 素 胞 と檀 褐 色 素 胞 と は頭 部 と腹 部 に 多い.筋 肉節 数 は約24・ 艀

化 後27～28時間 の 仔 魚 は全長2.Ornmに 達 し,「]が 開 く.色 素胞 は 前頭 部 と眼 か ら消 化 管 上 に 沿つ た

部分で は叢 状 に分布 し,卵 黄 前端 お よ び 尾部中 央部 の腹面 に も見 られ る.孵化 後42～43時 間 に は卵 黄

を ほ とん ど吸 収 し尽 す,全 長 は1.93mm.54時 間 後に は卵黄 を吸 収 し尽 し,全 長1.87mm.色 素 胞 の

形 や 分 布 に変 化 はな い.三 河 湾 にお け る 産卵 川 は6～7月.

ハ コ フグ 亜 目Ostraciontina

BrederandClark(1947)は この 亜 日に 属 す るAcanthostracionquadricornis(Linnaeus)の 卵 内

発 生 と孵化 仔 魚 とを報 告 し,Delsman(1929)は 本 亜 目に 属 す る と思 わ れ る 卵 をTetrodonsp.と して

図 示 した.筆 者 は1954年7月9[に 玉 之 浦 に お い て,ハ マ フグ の完 熟 卵 を 観 察 し,浮 性 卵 を 産 む こと

を 確 め た.九 州 近 海 に は少 な くと も2種 の木 亜 目に属 す る浮性 卵 が現 わ れ る.こ れ らの 魚 の 卵 は球 形 の

分 離 浮 性 卵 で,卵 径=1.40～1.96mm,卵 膜 に は特 殊 な 構 造 は な い が,や や 厚 く,い く らか 不 透 明 で あ

る.卵 黄 は 亀裂 せ ず,卵 膜 腔 は狭 い.油 球 は黄 色 な い し淡黄 色 でA.quadricornisで は1個(径0.15

mm),他 の種 類 で は4～29個(径0.02～0.20mm)が あ り,発 生 の 初 川か ら卵 黄 の後 方(胚体0)後 方)

に集 ま つ てい る.九 州近 海 か ら採 集 され た種 類 で は 卵 内5ELLIiI」に 頭 胴 部 を お お う 「は こ」 を生 ず る.

ハ マ フ グRhinesomttsconcatenattls(BlochetSchneider)

前 記 完 熟卵 は径1.80～1.94mm,卵 膜 は 淡褐 色,油 球 は4～5個,径0.14～0.19mm.油 球 はす で に

卵 黄 表 面 の1個 所 に 集 まつ て い た.

ハ コフ グ亜 目に属 す る と思 わ れ る天 然 浮 性 卵(P1・25, ,figs・1-4)

富 岡,土 々呂お よび 玉之 浦 近 海 か ら5～8月 に採 集 され た(20.0～28.0℃).卵 径1.62～1.96mm,油

球 は6～29個,径0.02～0.20mm(多 くは0.工0～0.15mm).こ れ らの 卵 は卵 内 発生 お よび孵化 仔 魚 の

性 質 が良 く似 て い て,種 類 の 識 別 は はな はだ 困 難 で あ る.

採 集 され た 卵 の多 くは発 生 初 期 に あ り,胚 体 の分 化 が は じ ま る か,胚 孔 閉 鎖後 間 もな い 段 階 に あつ ・



た.他 の浮性卵に比べて,卵 内発生中に2,3特 異 な現象が見 られた.胚 孔閉鎖と前後 して油球 は卵黄

後方 に集 まる.Kupffer氏 胞 は大 き く,3個 が現われ る.胸 鰭 を生ず る頃 に,卵 黄 の外側に,将 来の

「は こ」になる厚い膜が現 われ る.色 素胞は,ま ず黒色素胞が胚体 上に現われ,つ いで卵黄上に広がる.

黄色素胞は卵 内発生の後期になつて現われるが,種 類によつては卵内発生 中には現われない.前 に も述

べたよ うに,卵 膜がやや厚 く,い くらか不透 明で あることと卵 内で 「は こ」 の原基が発達す るために,

卵内発生 の詳 しい観察は行 ない難い.油 球は発生 中に数が減 り,孵化 する頃 には3～13個 になつた.艀

化に要する時間は,20.0～23.8℃ の水温で は120時間,29.0～30.OgCで は96時間 程度 と思われ る.艀

出孔 の形 は類円孔の ものが多かつた.

孵化直後の仔魚 は全長2.20～2.40mm,油 球は卵黄 の後方または後下方 に集 まり,肛 門は卵黄の直後

に位置す る.頭 胴部は卵の空殻をかぶつた ような 「はこ」におおわれている.孵化 後約1日 で卵黄を吸

収 し尽すが,全 長にはあまり変化はない.孵化 仔魚の体制 および色素 胞の状態 か ら考えて,少 な くとも

2種が識別 された. .

ハ コフグ亜目の1種No.1(Pl.25,figs、5,6)

孵化直後の仔魚の口 は未だ開いていない.休 表および卵黄上 に黄色素 胞がイr:在す る.筋 肉節数 は,前

端が 不明であるが,10?+9二19?.卵 黄を吸収 し尽 して も胸 ・背 ・臀鰭に鰭条が現 われ ない.

黒色素胞は,孵化直後 の仔魚では体の腹 部側面 と卵黄 の背縁に多 く,卵 黄お よび油球 を吸収 し尽 した

仔魚 では頭胴 部に一様 に散在 し,消 化管上 には特に多い.尾 部には全く 現 われない.黄 色素胞は,孵化

直後の仔魚では卵黄を 含めた体側全面 に散在す るが,時 間の経過に伴つて頭胴 部に集ま り,尾 部にはな

くな る.「 は こ」 には色素胞が現われない.

ハ コフグ亜 目の1種No.2(PL25,figs.7,8)

孵化直後の仔魚のUは すでに開いてい る.多 くの ものでは,孵化 直後の仔魚 には黄色素胞 は現われて

いない.筋 肉節数 は前種 と大差な く,10～ 十8=18～.卵 黄を吸収 し尽 した仔魚の胸 ・背 ・臀鰭には鰭条

が現 われ る.黒 色素胞 は,孵化 直後 の仔魚では,前 種に比べて卵黄上には少ないが,卵 黄を吸収 し尽 し

た仔魚では,黒 および黄 色素胞の配列はほぼ前種に等 しい.
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 Resume 

   The present paper, the seventh of the series of the pelagic fish eggs from 
Japanese waters, contains the figures and descriptions of 5 species belonging to 
the suborders Chaetodontina, Balistina and Ostraciontina, as well as the matur-
ed egg of a single species belonging to Ostraciontina. 

   Chaetodontina. Chaetodontoplus septentrionalis (Temminck et Schlegel) is re-

ported by Fujita and Mito (1960), and Acanthurus triostegus sandvicensis (Linne) by 
Randall (1961). The eggs are globular, 0.66-0.88 mm in diameter, containing 
a single oil globule measuring 0.15-0.20 mm in diameter. The egg membrane is 
smooth, without any conspicuous structure, and the perivitelline space narrow. 
The yolk is segmented in C. septentrionalis and not segmented in A. triostegus 
sandvicensis. Only the melanophores develop in the egg. The oil globule of the 
newly hatched larva is situated in the posterior part of the yolk. The number 
of myotomes of the hatched larva is 25-27 in C. septentrionalis and 22 in A. triostegus 
sandvicensis. 
   Balistina. Triacanthus brevirostris Temminck et Schlegel is reported by Oh-

shima and Nakamura (1941). The egg is globular, 0.78 mm in diameter, lacking 
the oil globule. The egg membrane is smooth, without any conspicuous struc-
ture, the yolk not segmented, and the perivitelline space narrow. During the 
course of the egg development melanophores and orange-red pigment-cells appear 
on the embryonal body. The number of myotomes of the hatched larva is 
about 24. Other members of this suborder of Japanese waters beget demersal 
adhesive eggs. 

   Ostraciontina. The egg and larval developmet of Ostraciontina Nos. 1 and 
2, and the matured ovarian egg of Rhinesomus concatenatus (Bloch et Schneider) 
are known from southern Japan. These eggs are globular, 1.40-1.96 mm in 
diameter, containing 4-29 aggregating yellow oil globules measuring 0.02-0.20 
mm in diameter. The egg membrane is somewhat thick, light brown in color, 
the yolk not segmented, the perivitelline space narrow. A thick membranous 
fold enclosing the head, trunk and the yolk develops in the egg. The hatched 
larva is robust, having 18-19 myotomes. Head and trunk are enclosed in the 
thick membranous fold, seemingly the rudiment of the future carapace. Dorsal, 
anal and pectoral fin rays appear before the consumption of yolk in Ostraci-
ontina No. 2.
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Explanation of Plate 24

キ ンチ ヤ ク ダイ Chaetodontoplus septentrionalis (Temminck et  Schlegel)

Fig. 1. Artificially fertilized pelagic egg, morula stage, 3 h after inse-

        mination, 0.87 mm in diameter, oil globule 0.20 mm. 

Fig. 2. 4 h 50 m after. 

Fig. 3. 6-myotome stage, 8 h 50 m after. 

Fig. 4. 12-myotome stage, appearance of melanophores, 12 h 30 m 

         after. 

Fig. 5, 6. 23-myotome stage, 19 h after (26.8-28.0°C). 

Fig. 7. Larva just hatched, 1.90 mm in total length, myotomes 12+15 
=27. 

Fig. 8. Larva 12 h after hatching, 2.32 mm in total length, myotomes 

        12+13=25. 

Fig. 9. Larva 22 h after, 2.45 mm in total length, myotomes 10+15= 

         25. 

Fig. 10. Larva 2 days old, 2.60 mm in total length, myotomes 10+15=25.
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Explanation of Plate 25

                        Ostraciontina No. 1 

Fig. 1. Pelagic egg, blastula stage, 5  h. after collecting, 1.90 mm in 

        diameter, oil globules 0.05-0--11 mm. 

Fig. 2. Just after the closure of the blastopore, 25 h after. 

Fig. 3. Appearance of melanophores, 55 h after. 

Fig. 4. Shortly before hatching, 100 h after (20.0-23.0°C). 

Fig. 5. Larva just hatched, 2.40 mm in total length, myotomes 10?+9= 

19? 

Fig. 6. Larva 1 day old, 2.67 mm in total length. 

                       Ostraciontina No. 2 

      (Egg and egg development are much the same as those of 

      previous species.) 

Fig. 7. Larva newly hatched, 2.24 mm in total length, myotomes 10 ?-I-

       8=18? 

Fig. 8. Larva 2 days old, 2.58 mm in total length.
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